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　私が大学に入った頃、パソコンというのは
まだ珍しかった。大学でコンピュータを目に
することは少なく、唯一視野に入ってきたの
は図書館に置いてある1台のOPAC端末だった。
〈ある日、何気なくキーボードに触れた私は、
直ちにその潜在的可能性を理解した。情報検
索の研究に足を踏みいれたのは間もなくであ
る……〉とかいうと、　「情報検索演習」新任
教員の挨拶として格好良いのだが、そんなに
甘くはない。触ってはみたものの「本は本棚
で探すからいいや」というのが私の率直な感
想だった。
　情報検索に関する認識が浅く、大学でパソ
コンを使う授業を受けたこともない私が、明
治大学の先端的な設備で教壇に立つというの
は感慨深いものである。先日何回か使わせて
もらったが、色々な商用データベースにアク
セスすることができる。また学生の画面が教
師側のパソコン画面で見られ、模範的な学生
の画面は全員に送ったりすることもできる。
かなりの授業準備に加え、機械操作の反射神
経も必要そうだ。
　と、不安の種は尽きないのだが、私はなぜ
か情報検索との関わり自体は深い。私の本務
先は、明治大学駿河台キャンパス近くの国立
情報学研究所というところだ。ここは全国の
大学OPACの親玉であるWebcatや、　NACSIS－IR
といった情報検索サービスを提供している。
そして私自身は、情報検索に役立つ多言語シ
ソーラスを、Webのような電子テキストから
自動的に構築する手法の開発に取り組んでき
た。検索そのものではないが、周辺的な知識
はある（かもしれない）。
　自己紹介と学生への期待を書くということ
で、後者に移ろう。以前、　「情報検索あるい
はデータベースの検索は、図書館員の仕事に
役立つのか？」と学生に聞かれた。図書館法
第2条は、公共図書館の目的として「（一般
公衆）の教養、調査研究、レクリエーション
等に資する」ことを挙げている。従来は最後
の「レクリエーション」が重視されてきたよ
うだが、景気良く遊んでいられる時代は終
わったのであり、今後は必要な情報を入手し
て仕事に役立てる方向、即ち2番目の「調査
研究」が重要になってくる。ニューヨーク公
共図書館を代表とするビジネス支援サービス
は、日本の図書館にも広がりつつあり、商用
データベースを無料公開する公共図書館も増
えている。2003年度の1年間で、日経テレコ
ンを導入した公共図書館は70館にのぼるとい
う。また大学図書館では言うまでもなく、既
に多様なデータベースが公開されている。こ
のような流れの中では、図書館員は利用者に
データベースの使い方を教えたり、代わって
検索したりすることが求められる。今から習
熟しておいた方が良い。それに何より検索は
楽しい。現在のシステムは、昔のOPACと雲泥
の差がある、充実したものだ。授業では、仕
事や勉強での使い方だけでなく、検索の楽し
さを伝えることも目指したい。
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